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明るい社会への第一歩
和歌山県・智辯学園和歌山中学校・２年
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　プルルルルルー。静寂のなか鳴り響く電話。深夜０時。警察から電話がかかってきた。
「お宅の自転車が盗まれました。」
え？そんなはずはない。私の自転車は庭の駐輪場にいつもどおり止めたはず。そう思って見に行くと、普段置いてあるところから私の自転車だけが確かになくなっていた。詳細を聞くと、どうやら市内に私の自転車に乗っていた人がいたらしい。その人は私と同じ姓を名乗ったそうで、知り合いかどうかを聞かれた。でも私はその人のことは知らなかった。その人は、咄嗟に自分を私の家族だと思わせようと、偽名を使ったようだった。私はすごく動揺した。最近自転車泥棒が多いという話は聞いていたが、まさか自分の身に起こるとは思っていなかった。さらに詳しく聞いていくうちに、だんだん驚きとともに怒りが湧いてきた。どうしてこんなことをするんだろう…、自分が大切に使ってきた自転車を勝手に使われていたことに対して頭に血がのぼった。以前から、夜にはほとんど乗っていないはずなのに、ライトの減りが早いなとは思っていた。もしかしたら、初めてではないのかもしれないと気付き、毎日何も知らずにその自転車に乗っていた自分を思い出して、たまらなく悔しくなった。そして自分が起きている間に、家の敷地内に知らない人が入ってきていたことに、恐怖を覚えずには居られなかった。いろんな感情がぶつかり合って、私の目から涙が出てきた。後日父が被害届を出して、自転車は戻ってきたのだが、しばらくはもやもやした気持ちのまま日々を過ごした。
　そんなある日。家のインターフォンが鳴らされた。知らない人だった。その人は自転車を盗んだことを謝罪しに来たみたいだった。その人は交通手段が欲しかったために、私の家に自転車があるのを目にして、つい使ってしまったのだと理由を話して、二度としないと約束した。私にはその人が心から反省しているように見えて、ふっと心が軽くなった。今思えば、本当に悪い人であれば自転車を乗り捨ててくるのではないだろうか。それをきちんともとの場所に戻したのは、その人に罪悪感があったからだと思う。私はこの経験をとおして、犯罪をしてしまった人の更生について考えてみた。
　毎日のように目にするニュース。そのなかには、思わず目を背けたくなるような痛ましいものもたくさんある。
「こんなことしていいと思ってるのかな。」
みんな口を揃えてそう言うが、果たして本当にいいと思って犯罪に手を染める人がいるだろうか。私の自転車を盗んだ人も、よくないことをしたと感じたから謝りに来たのだろうし、盗んだのにも理由があった。頭ではわかっていても、「ダメだよ！」という心の叫びを越える何かが体を動かし、犯罪や非行をしてしまうのだと私は思う。ただ『悪いこと』をしたから『犯罪者』と一方的に決めつけるのではなく、『悪いこと』をしてしまった理由や経緯も頭に入れたうえで、真剣にその人に向き合うべきではないだろうか。しかし、どんな理由があろうとその人の罪は一生消えない。それは『罪』として認めなければならないと思う。申し訳ないことをしたと感じるからこそ反省できるし、謝ることができる。謝ることは、明るい社会に戻る第一歩となるだろう。
　私たちは、彼らを受け入れることが必要だ。どうしても許せないこともあるかもしれない。でも、その人が心から反省し、更生を望んでいると感じたなら、手を差し伸べるべきだ。過去の過ちからその人を否定して遠ざけ、孤独にすることもまた、『悪い事』だと思う。
　私たちは支え合って、協力し合って生きているのだ。誰かが失敗したなら救わなければいけない、助けなければいけない。自分が失敗したなら罪を認めなければいけない、謝らなければいけない。よいことも悪いこともあってこそのこの世界。だからこそ何かを誤った人はみんなで力を合わせて助け、『よいこと』を増やしていけたなら、それは明るい社会につながると思う。
法務省“社会を明るくする運動”中央推進委員会主催
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